チャイム

雪の降りそうな寒い夜、僕はタバコを買いに自動販売機まで歩いた。
自動販売機の前まで来たとき、近くの小学校のチャイムが鳴った。夜中の12時ごろだったのに。

僕は、「タイマーの誤作動かな？それとも誰か居て、いたずらしたのかな？」と思った。

「キン、コン、カン」と、ずっと鳴っている。
十分くらいで鳴り終わった。長すぎるので、僕は「タイマーの故障じゃあないな。」と思って、興味が出たので、小学校まで歩いた。
あたりの家は皆、寝静まっているのか、町はすごく静かだった。車も通らなかった。

チャイムがうるさく鳴ったのに、どこの家々も無関心だった。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あり),蟻)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(は),這)う音も聞こえそうなくらい、静かだった。

月が、ものすごく明るい夜だった。

小学校の門まで歩いた時、校庭に鹿が三頭いるのが見えた。その内の一頭は、2メートル近い、とても大きなツノを生やしていた。三つの鹿の頭が全部、僕の方を向いていた。

僕は立ち止まって、夜空の月を見上げた。すると、白く輝く塊が落ちてきた。
それは地面までまっすぐ落ちて、僕の三メートルほど前で地面とぶつかり、「バシャン」と、音を立てて小さな粒になり、飛び散った。何か、液体だったのだ。しぶきは僕のズボンをだいぶ濡らした。
僕は、「あのチャイムは、この仕掛けにはまらせる為の、寄せ餌みたいなものだったのだな。」と思って、この手の込んだいたずらを仕掛けた奴に会いたくなった。
辺りを見回してみて、僕は不思議に思った。あの、液体の塊は、結構な大きさだ。僕は最初、「ワイヤーか何かで、どこかに吊り下げておいたのだろう。」と思っていた。しかし、どこにもそれらしい器具は無いのだ。僕は「そうすると、どこからか射出したのだろう。音がしなかったから、爆発力で射出したのではない。どこかに巨大な、スリングショットか、カタパルトがあるのだろう。」と、思った。しかし、「そんな事になると、かなり巨大な設備が必要になる。金もかかる。一体何者が、何の目的で、こんないたずらを仕掛けたのだ？」と思った。僕は「あれも仕掛けの一部か？」と思って、鹿を見た。
鹿はさっきから動いてない。ずっと、僕を見ているようだ。

すると、雪がチラリと降ってきた。僕は、雲ひとつ無い、月明かりのまぶしい空を見上げた。

鹿が動き出した。山のほうへ駆け出した。

「上空で、雪が団子になって落ちてきただけなのかもしれないな。」と思った。
僕はタバコをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くわ),銜)えて火をつけた。

寒いから帰った。

帰り道、「すると、あのチャイムは何だったのだろう？」と思って、足を止めた。

「やはり、あの学校に、仕掛け人が居たのだろうか？」と思いながら、寒いから、僕は帰った。

ズボンの太もも辺りが、びしょびしょに濡れていた。
